
郵　便　
は　が　

き

私
た
ち
の
自
治
公
民
館
の
敷
地

内
に
は
、
馬
頭
観
音
を
祭
っ

て
あ
り
ま
す
。
外
か
ら
転
居
し
て
き

た
私
に
は
起
源
と
か
由
来
が
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
郷
土
史
に
詳
し
い

同
じ
自
治
会
員
で
あ
っ
た
Ｍ
先
生
に

立
派
な
説
明
書
を
書
い
て
も
ら
っ
て

と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
そ
の
Ｍ
先

生
も
４
年
前
の
春
に
亡
く
な
ら
れ
、

本
当
に
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

Ｍ
先
生
が
贈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
屋
外

時
計
を
見
た
り
す
る
と
、
馬
頭
観
音

や
Ｍ
先
生
が
自
治
会
員
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
お

の
ず
と
敬
い
、
手
を
合
わ
せ
て
拝
み

た
く
な
る
私
で
す
。

(

赤
沢
津
乙
女
・
65
歳
女
性)

◆

　

Ｍ
先
生
は
、
赤
沢
津
乙
女
さ
ん
が

馬
頭
観
音
様
に
興
味
を
持
た
れ
た

こ
と
を
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
き
っ

と
赤
澤
津
乙
女
さ
ん
の
思
い
が
、
天

国
ま
で
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

先
般
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
修
会
に
参
加
し
た
。

　

講
師
は
、
食
と
農
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

人
吉
市
の
ひ
ま
わ
り
亭
オ
ー
ナ
ー
の

本
田
節
さ
ん
。
本
田
さ
ん
は
古
い
民

家
を
移
築
し
、
全
て
自
前
で
開
業
。

お
料
理
、
人
間
、
お
し
ゃ
べ
り
大
好

き
の
本
田
さ
ん
は｢

こ
こ
に
育
っ
て

よ
か
っ
た
。
こ
の
仕
事
を
し
て
よ

か
っ
た
。
あ
な
た
と
結
婚
し
て
よ

か
っ
た｣

と
。
講
演
は
あ
っ
と
い
う

間
の
90
分
。
年
間
１
５
０
日
は
全
国

を
講
演
旅
行
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

現
在
は
、
16
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活

動
中
。
講
演
の
続
き
を
広
く
皆
さ
ま

方
に
も
聞
か
せ
た
い
。

（
草
水
の
ド
ン
ガ
メ
・
76
歳
男
性
）

◆

　

ひ
ま
わ
り
亭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
み
る
と
、
無
農
薬
米
を
使
い
、

化
学
調
味
料
は
一
切
使
用
し
な
い
な

ど
、
安
全
・
安
心
な
食
を
提
供
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。ぜ
ひ
一
度
、伺
っ

て
み
た
い
で
す
ね
。

綱
引
き
の
九
州
大
会
へ
向
か
う

娘
の
バ
ス
を
手
を
振
り
見

送
っ
た
ほ
ん
の
数
時
間
後
、
バ
ス
が

事
故
に
遭
っ
た
と
の
一
報
を
受
け
た
。

心
臓
は
ド
キ
ド
キ
、
頭
の
中
は
真
っ

白
に
。
代
替
え
の
バ
ス
で
学
校
に

戻
っ
て
き
た
娘
の
顔
を
見
る
ま
で
は
、

何
と
も
落
ち
着
か
な
い
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

｢

大
丈
夫
だ
っ
た
？｣

と
の
母
の
問

い
掛
け
に
娘
は｢

お
母
さ
ん
、
救
急

車
両
を
全
部
見
た
よ
。
パ
ト
カ
ー
、

消
防
車
で
し
ょ
、
救
急
車
そ
れ
に
テ

レ
ビ
が
取
材
に
来
て
た
よ
。
Ｋ
Ｙ
Ｔ

…｣

と
、
な
ん
と
も
の
ん
き
な
答
え
。

親
の
心
子
知
ら
ず
と
は
…
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
突
然
の
事
故
に

も
関
わ
ら
ず
迅
速
に
対
応
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
、
引
率
の
保
護
者
の

方
、
本
当
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

お
か
げ
様
で
無
事
に
綱
引
き
大
会
へ

も
出
場
で
き
、
ま
た
一
つ
娘
の
小
学

校
生
活
の
思
い
出
が
増
え
ま
し
た
。

　
　

(

薩
摩
犬
士
ツ
ン
ツ
ン
・

44
歳
女
性)

◆

　

私
も
５
歳
ぐ
ら
い
の
頃
、
一
人
で

飛
行
機
に
乗
っ
て
い
た
時
、
別
の
便

で
大
事
故
が
あ
り
、
両
親
に
大
変
心

配
を
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
薩

摩
犬
士
ツ
ン
ツ
ン
さ
ん
も
さ
ぞ
、
ご

心
配
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

何
よ
り
娘
さ
ん
が
無
事
で
、
元
気
で
、

思
い
出
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
て
、

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
ね
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
話
題
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
ペ
ー
ジ
で
す
。

　
広
報
室
で
は
、
お
便
り
、
絵
手
紙
、

写
真
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
出
来
事
な
ど
で

紹
介
し
た
い
・
伝
え
た
い
・
心
温
ま

る
話
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
に
つ
い
て
】＝

▼
お
便
り
＝
字
数
２
０
０
字
程
度

▼
絵
手
紙
・
写
真
＝
題
名
を
記
入

＊�

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
ペ
ン
ネ
ー
ム（
記
入
が

無
い
場
合
は
、
実
名
で
記
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）を
記
入
の
上
、

広
報
室
ま
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

文
章
は
、
必
要
に
応
じ
て
添
削
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊�

投
稿
は
、
は
が
き
・
封
書
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
広
報
室
ま
で

＊�

紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
投
稿
・
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室　

読
者
の
ひ
ろ
ば
係

（
23
）５
１
１
１（
内
線
６
３
２
）

koho@
city.satsum

asendai.lg.jp

お便り
募集

　当コーナーにお便りなどが掲載された
皆さんへ、竹ノート（Ａ５判・非売品）を
プレゼントします。このノートは、中越
パルプ工業（株）川内工場様のご好意によ
るものです。お便りお待ちしています。

竹ノートを
プレゼント

　２月に甑島に行きました。ある小さ
な地区の小さなお店で目に止まった貼
り紙です。
　(こういう地域に住みたいおばさん

・55歳女性)

心温まる貼り紙

　　　さが一段と厳しかった冬が過ぎ、年度末の慌ただしい
　　　中、町内の小学校統廃合で閉校式が執り行われる。母校
に別れを告げることは、寂しく感慨深いものであるが、震災で
全てを無くされ、辛い心を奮い立たせて、頑張られている被災
者の方々を忘れず、共に、母校を巣立った仲間とは人としての
『絆』を大切にする心を持ち続けたい。私事ではあるが、最後の
一年を『思いやり』を大事にし、自分自身で出来る事を精一杯
頑張りたいと思う。　　　　　　　　　　　　　　　 （町田）

0996（23）5111　   0996（20）5570
0996（22）8115（直通）

0996（37）3111　　0996（37）2252

0996（44）3111　　0996（44）3117

0996（42）1111　　0996（42）0767

0996（55）1111　　0996（55）1021

09969（3）2311　　09969（3）2912

09969（2）0001　　09969（2）1490

09969（7）0311　　09969（7）0753

09969（4）2211　　09969（4）2672

◎表紙の説明

担当者の声

広
報
 薩
摩
川
内
　
N
o.178

平
成
24年

３
月
10日

号

■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22

閉庁日および時間外　   0996（23）5115

■編　集
本庁企画政策部広報室（内線632・633）
　koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173

入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362

祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67

里支所　　　〒896-1192　里町里1922

上甑支所　　〒896-1201　上甑町中甑481-1

下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819

鹿島支所　　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10

■広報電話

 　 0120（894）256
＊夜間救急当番医やイベント・防災行政無線の放送
　内容などの情報が電話で確認できます。

■市ホームページ
　http://www.city.satsumasendai.lg.jp

　　　日が過ぎるのは早いもので、私が広報室に来てから３
　　　年が経ちます。「まだまだ子どもだと思っていた娘が、
真新しい中学校の制服に身を包み…」、これは３年前私が初め
て書いた担当者の声のくだりです。その娘も４月からは高校
生、自分の夢へ向かって、新しいステージへの一歩を踏み出し
ます。私も娘に負けないように、日々精進、切磋琢磨し頑張り
たいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　 （鞘脇）

月

寒

　津波対策のため川内小学校前に立てられた看板。本市では、昨年
３月11日の東日本大震災を受け、津波対策として市民の皆さまに
海抜などを認識していただくとともに、いざという時の避難行動
に結びつけていただくため、市内324箇所に津波看板を設置しま
した（上の写真は西方海岸）。設置場所は、公共施設やコミュニティ
センターのほか、電柱など通行人の目に付きやすい場所を選定。看
板には海抜（標高）のほか、海岸や川内原子力発電所からの距離を
表示。沿岸部や川内川流域の看板には｢津波注意!!｣と表示され、高
台への方向が矢印で示されています。

＊音声案内後に内線番号を押してください。

市内324箇所に津波看板設置

やくしょにコール

東日本大震災の義援金を
　　　　　　　受け付けています

　東日本大震災の被災者に対する義援金箱を市役所本庁（２階
ロビー）・各支所、市社会福祉協議会本所・各支所に設置してい
ます。皆さまのご協力をお願いいたします。なお、２月22日
（水）までに寄せられた義援金額は49,104,413円です。
　また、現在、電話やメールによる義援金詐欺が発生していま
す。義援金や募金をされる際には、十分ご注意ください。
【問合先】＝■本庁障害・社会福祉課社会福祉グループ
　　　　　　　（23）5111（内線2171）
　　　　　　および各支所市民生活課
　　　　　■市社会福祉協議会　本所
　　　　　　　（22）2355
　　　　　　および各支所

　市では、東日本大震災の発生に伴い、市民の皆さまからタオ
ルなどを支援物資としてご提供いただき、昨年４月に岩手県釜
石市に発送しておりましたが、今回、全ての毛布、タオルなどを、
２月27日（月）に宮城県石巻市および女川町へ発送しました。
　ご協力ありがとうございました。

本号は、国産竹を原料に製造された竹紙を使用しています。
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